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中国及び本邦におけるソルガムの

既往の名称に関する考察

最 上 邦 章

要約

最上邦章(1980）：中国及ぴ本邦におけるソルガムの既往の名称に関する考察．

広島農践報告42:71～92 
中国およびわが固におけるソルカ”ムの既往の名称を収集し，命名の経緯，名称

の変遷，分布などについて考察した。
中国におけるソノレカのムの名称は字義のみでなく音からの多様化があったことを

認めた。
わが国藩政期以前のソノレカ’ムの名称は外来珍物の意から生じた「たうきびJ,
「もろこしきびJ，形状から生じた「たかきぴ」， 「たちきび」などで，地域によ
り名称が異った。これらの名称は農村においては， 1950年前後まで保持されてい

た。
明治期にはソノレカ”ムを用いた製糖の企画，海外知見の流入によって，名称は多

様化したが，作物名としては関東方言「もろこし」への統ーが進んだ。大正期以

降は中国大陸への本格的な侵攻の反映として，彼地の名称が，現地音を伴って流

入した。
第2次大戦後はアメリカからの名称の流入があった。

I.緒言

ド・カンドノレのは， ソノレガムは赤道アフリカを起源と

し，エジプト，インドを経由して，最後に中国に伝達さ

れた，中国におけるソノレガム栽培の歴史は非常に古いも

のではない，と考えていた。これに対して Dogget3>4lは

ソJレカームは東アフリカからアラピヤを経て， B.C. 2000 

年頃インドに至り， インドから東南アジア沿岸を北上

し，紀元1世紀には中国に渡来した， と考えている。さ

らに同氏4）は， ソノレガムの中国への伝来は陸路ーシルク

ロードーを経由した可能性もあり，もしそうであれば，

渡来年代はさらにさかのぼる可能性がある， として，中

国における新石器時代の遣社発掘の成果に期待を寄せて

いる。

天野〔157〕脚注｝は，山西省高泉県の新石器時代の遺祉，

遼寧省遼揚三道壌の遺祉から炭化したソルカeム子実が発

掘されたことを紹介した。陳および薬〔156〕は遼陽三

道壕のほか，山西省庄家庄市庄村および除西省西安西郊

の戦闘時代の遺泣からも， ソルガムの存在を確認できる

発掘物が見出された事実を挙げ，中国では B.C. 403～ 
221年には既に，現除西省から遼寧省にわたる広い地域

注：後述するが O は稿末別表1からの引用である。

にソノレガムが栽培されていた， と推定している。

今日，中国ではソルガムは，「我閏最古老的作物之ー」

〔163,165〕とされ， 「至少五千年的栽培歴史」〔165]

とされている。中国におけるソルヵームの栽培の歴史は，

5000年には及ばないとしても，上記でみる限り， 2500年

程度の康史はもっとみられ， Dogget4lの予測は当を得て

いた，といえるであろう。

ソノレヵームのわが国への伝播は， 「中世中華よりJ, 「中

古支那より」〔15, 17, 52, 55〕等と記され，判然とし

ない。わが国におけるソルカ・ムの文献上の初見は，柴田

〔151〕によると， 1304年に刊行された医書「頓医抄」10)

であるとされ， 「本草和名」や「倭名類豪抄」には記裁

されていない〔15〕。

1600年代以降に刊行された本草書，農書には若干ずつ

の記載がある抗いずれも概括的な記載にとどまり，断

片的な資料の域を出ない。この情況は，明治以降につい

てもほほ．同様で， ソノレガムを体系的に，的確に記した文

献は1943年の広瀬〔113〕を待たなければならなかった。

1972年以来，筆者はソノレガムの既往の栽培事情につい

ての資料を収集してきた。 1錦O年9月末現在で，その数

が160編を越えたので，今回そのとりまとめを行なうこ

ととした。本稿はその第1稿をなすもので，名称を対象
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としている。往時のソルガムの名称， 命名の由来， 変

遷，地域的分布などについて，育種事業で得た知見を援

用しながら，考察を加えてみたい。

］［.資料及び用語

1980年9月末日現在，筆者が収集し得た資料は別表1

に示した通りである。特殊なものを除いては，いずれも

子実用，製糖用（シラップ用）および箸製造用のソルガ

ムを対象としたもので，青刈・サイレージ用のソルカゃム

に関する資料は除いた。海外の資料は，中閣のものだけ

を含め，その他は除いた。

資料は合計166編，内容は原著論文，著書の抜粋，地

図，統計表など，雑多である。この内，中国の資料は15

編，残り151編はわが国で執筆，刊行されたものである。

日本文献の刊行時代別の構成は，藩政期（1867年）以前

が21編，明治期（1868～1912年）が36編（一部復刻分を

含む），大正期（1913～1925年）が16編，昭和前期（1926

～1950年）が55編，昭和後期（1951年以降）が23編，で

ある。

本稿では名称を扱う関係上，全体を通じて用いる作物

名を定めておく必要がある。従来， わが国では， 萄黍

（もろこし），高梁（コーリャン），董莱（ろぞく），ソ

ルゴー， ソノレヵーム等，多様な作物名が用いられてきた。

この内「ソノレカームJは使用された年代が新しく， 1960年

以前にはほとんど出現しない。また， 「ソルカeム」は属

名（genus）でもあるため， 以下で扱うソルガム全般を

包括している。この二つの点から，本稿では，考察の対

象となる名称以外の作物名の表示は「ソノレガム」で統ー

することとした。

本稿には2種の文献引用がある。別表lに示した資料
から引用する場合には，著書名，著者名または引用文の

末尾に〔資料番号〕をもって示し，その他の場合には，

稿末の引用文献と対応させて，従来と同じ方法によって

示した。

Jll.諸外国におけるソルガムの名称

本論にはいる前に， ソルカeムの名称の全容を把握する

意味から，諸外国におけるソルカホムの名称を紹介してみ

たい。

広瀬〔113〕は，「高梁孜」に次の様に記している。

「学名 • Andropogon sorghum Brot. 

満州国名 高梁，紅紘高校，黍米

注：「surgo」は「起こす，高める，立ち上がる．生ずる，現われ
るJの意味を色つ．

日本国名 萄黍，モロコシキピ，タカキピ

独国名 Mohrhirse, Mohren hirse 

英国名 Great Millet, Indian Millet, Grain 

sorghum. 

悌国名 Sorgho, Sorgo 

米国名 Feterita, Kafir, Milo, Durra, Shallu 

蘇連名 Gaolyan, Gaolian 

印度名 Jowar (Dholam) 

アラビア名 Dochan 

エジプト 、
l名 Dari

パレスタインF

又産地により Ka偽rnhirse, Niger corn, Guinia co・

rn, Sorgh hirse等と称せらる」。

永井〔91〕は次の様に解説している。

「欧州にては1300年頃 Petrusde Crescentisにより萄

黍が“Sorgo”，“Milica”，“Me lg a”，“Meli ca”，“Saggiana” 

等の名称で知られている。学術上には1542年 Fucksは

始めてこれを記載し， 1720年 Micheliにより Sorghum

属が設けられた。古代独逸話にては Hirseは Panicum

をいひ，へプライ語で“Dokhan”といひ， 西部欧州に

ては最初 Miliumindicumと呼んだと云ふ。南部スラ

プ語では“Sireck”といひ，仏語にて“Grandmillet”， 

“Gros mil”，“Millet d’lnde”等の名称がある。アフリ
カに於ては“Douro”，“＇Dori＂，“Durrhaヘ“Dhorra",

“Kafir”等の名称で呼ばれ， 印度では“Shallu”とい

ふJ。
今日，ソルカ、ムの学名は Sorghumvulgare Pers.ま

たは S.bicolor Moenchとされている叱前掲の An-

dropogon〔113〕のほか， かつては， Milium, Holcus, 

Panicumなどの属名も用いられた。 Sorghumはラテン

語の Surgo脚注｝を語源とし， 「隆起又は塔の意味で，他

の作物の上に逢かに餐ゆるやうな」〔113〕もの，を意味

するとされている。

併国名の「Sorgo」は本来は「Sorghum」と同義語で

ある。しかし，今日，「Sorgo」はシラップまたは青刈・

サイレージ用の甘茎ソルガムを示す用語として用いられ

ている。わが国ではシラップ用ソルカ＊ムの栽培がないた

め， 「ソノレゴー」は青刈・ザイレージ用の，長稗のソノレ

ガム全般をよぶ名称として用いられている。

「Sorgo」が本来の意味から， 甘茎ソルカeムに限定し

て用いられる様になったのには19世紀中期以降のアメリ

カにおけるソルヵームの導入事情が関係している九九す

なわち， 1851年，上海駐在のフランス領事コーント・デ

・モンチグニーは，長江（揚子江）河口の崇明島で栽培

されていた甘茎ソルカ’ムの種子を，本国の地学協会に送
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付した〔44,49〕。この種子は， 1853年， Sorgoの名で，

フランスからアメリカに移入され， U.S.D.A.によって，

1857年増殖，

これとは別に， 1857年，英人 LeonardWrayは， Harace 

Greleyの要請に基づいて， ナターノレ産の甘茎ソノレヵーム

16品種をアメリカに持参し， S.ColoradoとGeorgiaで

試作した九導入時， Wrayの導入種は，ナタールにお

ける呼称“Imphee”で総称されたが，後には， Chinese

Amberとともに， “Sor go”の名でよばれる様になっ

た7）。

米国名として掲げられた名称は，今日では品種群の名

称として知られている円 これらの名称はその多くが取

寄元におけるソルヵ・ムの呼称の様である叱 このほか，

Guinia-corn, Chicken-corn, Egypt-cornなどの名称も

用いられた九 「Milo」の名称は後年， わが国でも用い

られるが，これはアメリカでは Milo系品種が多く栽培

され的， アメリカからの輸出ソルガムに Miloの名称が

付されていたからで、ある。

新しく，珍物が導入され，その名称が不明である場合

には，取り寄せ先における名称をそのまま，または一部

変更して継承したり，その形状や利用法に着目して名称

が付されたりする事が多い。この状況はソノレガムでも等

しく認められ，以上に述べた様に，ヨーロッパ，アメリ

カ等の移入地では，既往の名称，現行の名称とも，この

原則に従っている様である。

N.中国におけるソルガムの名称

中国におけるソルガムの既往の名称を本草書，農畜か

ら抜粋して，名称に付された穀物別に分類して，第1表

に示した。

「農書J 〔2〕は， 「形類黍故有諸名」と記している

が， ソノレカ・ムの名称には「黍」のほか， 「穣」， 「稜」，

「粟J, 「椋」， 「梁」， 「根」， 「穀J, 「子」などが付

されている。 「多識篇」 〔5〕によると，ここに用いら
..ぜ

れている穀物名の和名との対応は， 「黍」は「幾比今按
巷チキピ サイ

毛知幾比J, 「穂」は「稜の異名」， 「稜」は「今按幾
ゾタ

比」とされ，今日のキピと解される。「粟」は「阿和J,
ジ$. そチア. 9ヤウ オホ

「椋」は「今按毛知阿知J, 「梁」は「今按於保阿和俗

云在留阿和」と注解され，今日のアワに相当する。この

和名対応には異論〔87, 157〕もあるが，後述の様に，

付された穀類の意義は必ずしも重要性が高いとは思われ

ないので，本稿は「多識篇」 〔5〕に従うこととする。

「根」は「穀物の食糧」の意で穀物全般を指し，「子」

は「子実，種子」，「穀Jは「もみがら，かわ」の意であ

るI）。

天野〔157〕は「中国原有の草木虫魚は，北京大学の

斉思和教授も云われるように，ほとんどみな一字で表現

せられ，外来語は中国固有の名詞の上に形容詞を付すか，

外来音を付すかしている」と述べている。この観点から

第1表に示したソノレカpムの名称をみると，いずれも既存

の穀物に形容詞を付した形をなし，これらの名称が渡来

物に対して付されたものであることを伺わせる。

「本草網目J (3〕は「種始自局，故謂之局黍」と，

「農書」 〔2〕は「局椋以種来自萄」と記し，萄（現四

川省）から栽培が始まったために， 「萄黍」， 「萄椋jの

名が付されたと述べている。また， 「本草綱目」 〔3〕

は「高大如麓荻者，故俗有諸名」と， 「群芳書」 〔4〕

は「形類黍稜而高大如董荻故有諸名」と記し，高さや大

きさが麓荻（あし， よし）の様であるため，多くの名称

がある，としている。 「古名録J 〔26〕には「品字築」

からのヲ聞として， 「此種高丈余。一人一騎蔵其中而不

能見，故名高梁」と記し，馬にのった人が，かくれて見

えない位に高いので， 「高梁」の名が付された， と述べ

ている。

「狭梁」の名称は， 「本草網目」 〔3〕に「萄黍不甚

経見，而今北方最多」の記載がある点、からみると，乱

すなわち，北方の外敵，の食橿の意とも解されるが，後

に述べる“音”からみると，狭と荻とが同音である。た

めに荻梁H 狭梁の変化が生じたのかもしれない。

「斐子」の名称は， 「マコモの茎の新芽の茎が黒穂病

菌によって肥大したもの」を意味する「斐」と子実の意

をもっ「子」とが結合されたもので，形状の類似性に基

づいたものである九

以上の様に， ソノレカ酔ムの名称を字義の面からみると，

既存の， 類似する穀物名に，渡来地または栽培開始地

（たとえば萄），類似の形状をもっ既存の植物名（たとえ

ば董，荻，木など）， あるいは性状（たとえば高）など

が結合されて，っくりあげられた， とみなしてよいであ

ろう。

中国におけるソルカeムの名称は地域により異なった，

と思われる記載がある。

「植物名実図考」 〔27〕には「北地通呼日高梁」と記

され，同書に引用された「関書」では「北人日高梁，泉

日番黍，百万人日産襟」と記し，「食物本草」〔29〕は「南

人呼蔵様Jと記載している。さらに， 「古名録」 〔26〕

には「品字婆」からの引用として， 「北地所謂高梁也J,

「又云江南呼篤蓬粟」と述べ， 「重修本草網目啓蒙」

〔22〕には， 「泉州府志」では「董穀」，「山東通志Jで

は「稼萄」， 「撫州府志」では「薯黍」が用いられてい
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第1表中国におけるソルガムの名称
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一
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同左中国音2)

shu 

標（きび） j1 

稜〈きび） JI 

）
－
）
 

わ
一
わ
一
あ
一
ち

あ
一
も

r
、－
r
、

粟
一
球

SU 

shu 

梁（あわ） liang 

校（こくもつ） liang 

穀（から）

その他

ke, qiao 

ソノレガムの名称（中国音）の

萄黍（shushu），萄黍（shushu），薯黍（shushu) 

番黍（fanshu) 

重黍（lushu) 

麓襟 (lu長），

狭襟（diji），荻穣（diji) 

稜 (ji)

産稜 (luji) 

木稜（mu長）

産粟 (luSU) 

萄椋（shushu），萄球（shushu），稲穂（shushu) 

手求書5(shu shu), 干求1求（shushu) 
梁1求（liangshu) 

高梁（kaoliang) 

狭梁（diliang），荻梁（diJiang) 

紅根（hongHang) 

黄根（huangliang) 

差穀（luke) 

さを子 (jiao zi) 

注） 1）和名との対応は「多識篇j〔5〕によった。
2）中国音は愛知大学中日辞典編纂所編 (1968）によった。

る，と記している。

「北地J，「北人」は現在の華北平原北部を指すが，こ

こではソルガムは「高梁jとよばれている。 「泉J，「泉

州」は現在の編建省（閑）泉州市一帯を指すカLここで

は「番黍J，「董穀jとよばれている。現在の江西省撫州

市附近では「蕃黍J, 新江省では「麓襟Jとよばれてい

る。 「江南JI：工長江（揚子江）中・下流の南洋一帯を指

し，現在の江蘇省，安徽省南部に相当する。ここではソ

ルガムは「麓粟」とよばれている。山東省では「萄球」

の逆順， 「綜濁Jがソノレヵームの呼称である。

これらの記載の多くは「萄黍」あるし、は「局稼Jの註

解として示されたものであるが，当時の文化の中心地で

あった筆中では「萄黍J，「萄稼Jが多く用いられていた

とみなしてよいであろう。

以上から考えると，「窃黍J, 「萄球J系の名称は7筆中

の．「撞襟J, 「産粟」および「蕃黍」系の名称は華南

の， 「高梁」は華北または東北地方の名称であったとみ

なしてよいであろう。

呼称があり，これに文字が付される，とし、う経過は，

文字がことばを記録する手段としてあることからみて，

一般的な流れと認めてよいであろう。

ところで，既述のソルガムの名称を中国音で表わすと，

共通音がきわめて多い。第1表の穀物名をみても，黍と

陳とはshu，穣と襟とはji，梁と根とはliang，粟は SU,

子は zi，穀は ke，である九また，穀物名以外の文字

も，局（萄，稽）と薯とは shuで，黍や球と同音であ

る九査は lu，高は kao，木は mu，荻と狭とは di，番

と蕃とは fanである九従って，「萄黍」は shushuで

あり， 「萄黍J, 「薯黍J, 「窃椋J, m椋」， 「稼窃J,
「F持求」はすべて shushuと発音される。 「産襟」は

lu jiであるが．「麓稜jも同音である。「荻梁Jは「狭

梁jと同じく， 「高梁」と「高校jも同音である。

これらの事実は， ソノレヵームの名称を表記する際に，黍

日総， 1祭H 稜，梁＜－＋f良や黍H球村局が相互に入れ替った

経過があったことを伺わせる。字義の函からみると大変

不自然な「手持ま」や「萄椋Jの逆順である「球濁」の存

在も，宵を文字化する過程で文字の入れ替りがあった，

と考えれば，納得できる部分が少なくない。

天野〔157〕は「萄黍，萄秘巴禾i木稜，高梁の文

字に表現されるキピとアワの属の混同を，見逃してよい
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ものか」と疑問をなげかけているが，音の類似性から異 時に「もろこしきび」は「唐」を「もろこし」とよんだ

なる文字で表記された過程があった，と考えれば，原因 ために生じた名称で，起源は「たうきび」と向ーのとこ

の一端は説明できるのではないであろうか。 ろにあったことも伺うことができる。

現在，中国におけるソルガムの作物名は「高梁Jで統 「農業全書」 〔11〕には次の記載がある。

ーされている〔155, 156, 163～166］。 この名称は既述 「是れを唐きびとも，はなはだ高くのびぬるゆえ，高

の様に北地の呼称であった。しかし，中国の在来ソルガ 黍とも名付くるなり」。 白 i

タカ§ぜ タッ

ムが，国際的には kaoliangの名で呼ばれ，共通語とし 「成形図説」 〔23〕は「高黍黍にして長高く植をも

て北京官話がとりあげられたこととも呼応して，この名 って名くJと記し， 「立黍Jの名称を併記している。

称が統一名称の位置を占めるに至ったのであろう。 「和爾雅J〔10〕は「萄黍」に「タカキピ」の訓を付し

v. 本邦におけ~藩政期以前のソルガムの名称

中国におけるソルカ＊ムの名称， 「萄黍」とわが国にお

ける名称とを対震させた最初の文献は「多識篇」 〔5〕
タウ令

であろう。これによると「局黍和名今按俗云多字幾

止。増補主告訴針。異名萄渓増補異名董議
'V!ll~ ，..，ャゥヵゥ，~ウ

産粟，木稜，荻梁，高梁」と記され，わが国では，往時

ソルガムを「たうきぴJまたは「もろこしきぴ」とよん

でいた事が知られる。とのととは第2表に示1_,f,こ落政期

の刊行物における「萄黍」に対する註解や百！｜からも確認

できる。なお， 「多識篇J 〔5〕の記載中， 「董粟］が

「萄黍」の異名とされている点， 「高梁」は「カウリヤ

ン」ではなく 「カウリヤウ」 と謬！いきれている点は，明

治， 大E期におけるソルカeムの名称と強く関連するの

で，注目しておく必要がある。

柴田〔151〕によると，わが国における「たうきぴ」

の文献上の初見は， 1304年（姦元2年）， 梶原性全の所

撲になる医書10）「頓医抄」であるとされている。問書に
タ今..ぜ

は「願者若腫者，酷唐黍陶砂和之可付也」の記載がある

と， 「古名録J〔26］に記されている。また，「古名録J

〔26〕は， 「室町殿日記j脚注｝にも「たうきひJの名が

記されている， としている。

「和漢三才図会J (15］には次の記載がある。

「按局黍古者無之，始是千食物本草，故倭名抄亦不載

之，後自中華渡種乃黍之属也。 {7J称唐黍以別黍稜，凡珍

物始来，未知所以其名者皆加唐字呼之」

「本朝世事談締」 〔17〕は「もろこしきぴ，珍物はじ

めて渡るにその名を志らず， よって唐の字を加えてよぶ

なりJと記している。

これらの記載から， 「たうきぴ」は，唐芥子（蕃淑〉

や唐柿（無花果）などと同じ様に，名も知らぬ珍物が渡

来しこれを既存の類似物と区別する意味方、ら，唐の字

を付してよんだことに由来していることが知られる。同

注：檎林長教の手になるときれているが鮮細不明。

ている。

これらの記載は， ソルカ・ムの名称として， 「たうき

びJ, 「もろこしきぴjのほかに， 「たかきぴJ, 「たち

きぴ」があったことを物語っている。
づ.....,, 

以上のほかに，第2表に示した様に， 「鐙黍J, 「も
rf< ＋ぜ ，、，、キキピ

ろこしJ, 「穂黍J, 「帯黍」， 「さんさらもろこし」，

「ほうきもろこしJ, 「ほっすきびJ, 「くろきぴ」など

があった様である。

「鐙黍」 〔7〕は果梗 (Peduncle）の形状変化を把え

た名称で，果梗がカギノテに湾曲した，いわゆる goose

neck'•9lの品種を示す名称である。「カギモロコシ」〔22,

28〕，「カモクピモロコジ」 〔28）も同じもので， 「重修

本草網目啓蒙」 〔22〕には「甲州，豆州ニカギモロコシ

ト呼プモノアリ， ソノ穂鈎ノ如シ」と記している。

「穂黍」は「成形図説」 〔23〕に記載されている名称
，、，、..a炉ぜ

であるが同書はこれに「亦帯黍とも云其穂の帯になるを

以てす。」と註している。

「さんさらもろこしJ, 「ほっすきび」， 「くろきび」

は「本草図譜」 〔24〕に記載されている。同書〔24〕は

図を付した上，次の註を加えている。

「穂は節ことに数枝を族生し枝弱く実熱するに随いて

下垂すること剖草（アプラススキ）のごとくその実花穀

黒色，穂を採りて帯を製す」

従って， 「穂黍J, 「さんさらもろこしJ, 「ほっすき

びj，「くろきぴ」は，いずれも管製造用に穂を利用する

ソルガム， Broomcorn7，めを指していると解してよい．

しかし， 「穂黍」， 「くろきび」は，後世まで， Broom

cornのみを指す用語として用いられたか否かについて

は，確証を欠いでいる。

「三尺黍J，「三尺モロコシ」の名が「大和本草」〔14〕

および「重修本草網目啓蒙J〔22〕にみえる。また後者

には，第2表には含めなかったが，次の記載がある。

「ナガモロコシ，ムラサキモロコシ，ハダカモロコシ，

カギハダカ，シャクナガモロコシ，オホモロコシ， ウノレ

チモロコシ，モチモロコシ，白モロコシ等ノ品種アリ」

これらは「三尺黍Jを含め，品種としての記載である。
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わが国藩政期以前におけるソノレカ‘ムの名称第2表

称

唐黍（タウキピ）

たうきひ

多字幾比（タウキピ），毛呂古志幾比（モロコシキピ）

唐黍（タウキビ），鐙黍（カギキピ）

局黍（タウキヒ）

もろこしきび

もろこしきび，タカキビ

唐きび，高黍

局黍，唐黍

萄黍（ショクショ， トウキピ）

三尺黍，萄黍

萄黍，たうきび，唐黍

萄黍

唐きび，もろこしきび

萄黍（タウキピ）

たうきび，もろこし（東国），きみ（中国），たかきび（伊予），ほきび

（加賀），せいたかきび（越後），たちきみ（津軽），たうきび（畿内）

局黍（ショクショ，とうきび）

トウキピ京，モロコシキピ東国，タカキピ四国，タチギミ津軽，コ

キビ肥前，ホキピ加州，キミ中国，キピ越後，セイタカキピ越後，

カギモロコシ，三尺モロコシ

高黍（タカキピ），立黍（タチキピ），穂黍（ホキピ），諸越黍（モロコ

シキピ），ハハキキピ

もろこし（江戸），たうきび，さんさらもろこし，ほうきもろこし，

ほっすきび，くろきび

萄黍（モロコシキピ），高黍（タカキビ）

タウキビ

モロコシキピ，タウキピ，カギモロコ、ン，カモクピモロコシ

名のム守fノレソ

説

譜

本草六部耕種法

古名録

有用植物図説

万宝節用富貴蔵

重修本草網目啓蒙

名

頓医抄

室町殿日記

多識篇

清良記巻七

閲甫先生食物本草

百姓伝記

和爾雅

農業全書

本朝食鑑

広益本草大成

大和本草

和漢三文図会

農諌薮

本朝世事談締

食療正要

諸国方言物類称呼

図

図

書
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士の手によりへ 「成形図説」は島津藩の要請によって

箸され！OJ, 「清良記」〔7〕，「百姓伝記」〔9〕はそれぞ

れ，伊予および三河・遠江の農業事情を記している円

等の点から，上記4書はある程度の地域性を反映してい

るものとみてよい。

まず，「物類称呼」〔19〕， 「重修本草綱目啓蒙」〔22〕

などによると， 畿内および京では「たうきびJ，東国お

よび江戸では「もろこしきび」または「もろこしJ，中

国では「きみ」， 四国および伊予では「たかきび」肥前

では「こきぴ」，加賀では「ほきびJ，越後では「きびJ

または「せいたかきびJ, 津軽では「たちきみJまたは

「たちぎみ」とよばれている。肥前の「こきび」は「粉

きびJの意であろう。

つぎに， 「農業全書」 〔6〕などの4書をみると，筑

前では「唐きび」， 「高きび」，島津藩では「高黍」，伊

「三尺黍Jは「其茎局黍ヨリヒキ・ン，其高三尺パカリ

ニ不過」 〔14〕， あるいは「一種三尺キピハ高＋三尺許

リユスギス」 〔22〕と註解され，これが短稗の品種であ

ることがわかる。 アメリカにおける短稗品種の出現は

1900年代初頭である7がから，わが国での短稗品種の出

現は，アメリカよりも， 200余年も早い勘定になる。ま

た， 「重修本草網目啓蒙jの刊行は1803年（享和3年）

であるから，当時すでに，わが国のソルカ’ムには，草型

（カギ），稗長（三尺），穏長（シャクナガ），護頴の被

度（ハダカ），子実の色（白），榎橋性（モチ）などの特

性の異なる，多様な品種が存在していた事を伺う事がで

きる。

ソノレカ事ムの名称の地域聞の差異については「物類称

呼」 〔19〕， 「重修本草綱目啓蒙」 〔22〕， 「本草図譜」

〔24〕の記載がある。また，「農業全書」〔6〕は福岡藩
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予では「たうきび」， 「かぎきぴ」，三河・遠江では「も

ろこしきぴ」の名称が用いられている。

従って，両者を合せて考えてみると， 「たうきぴ」は

近畿を中心に四国および九州の一部まで， 「もろこしき

び」， 「もろこし」は関東， 東海地方で， 「たかきび」

は四国，九州の大半と北陸で， 「たちきび」は東北で，

それぞれ用いられていたとみてよいであろう。

ソノレヵームがいつ頃わが国に渡来したかは， きだかでな

い。しかし， 1300年頭初までには，すでに渡来し，和名

「たうきびJが付されていた。この名称と平行して，あ

るいは若干の年代のズレを持ちながら，関東では「もろ

こしきび」の名が発生し， 「きび」が省かれて， 「もろ

こし」の名で定着した。これとは別に，四国，九州、｜，東

北など，中央文化の到達の遅い地域では，その形状から，

「たかきぴJあるいは「たちきぴ」の名で呼ばれた。そ

して，これらの名称は，意識的に統一されることなく，

一部の併用も含めながら，各地で，日常的に用いられて

いた。以上が，藩政期主での段階におけるソルヵ・ムの名

称の大略である，と結論できょう。

VI. 明治期におけ~ソルガムの名称

明治期におけるソルガムの名称にはきわだった特徴が

3点ある。

その1は，前章で述べた数種のソノレガムの名称が，関

東における名称「もろこLJに集中，単一化することで

ある。新政府の重点施策，特に，教育の推進と教科書づ

くり，勧業政策に伴なう指導者の養成尺 さらには東京

山の手の言葉を中心とした共通語の普及促進などが名称

の単一化に大きな力となったであろうことは容易に推定

できる。

2点目の特徴は，勧業政策のーっとして， ソノレガムを

用いた製糖が企画され， これに伴って，新しい形のソ

ノレガムが導入され，命名されたことである。この事業は

後述の様に， ピットマンの建白〔31,35, 44, 99, 144〕

に始まり，中国崇明島およびアメリカから，甘茎のソノレ

ガムを導入し〔31, 44, 99, 145, 146〕，これに「麓粟」

の名を付して，全国にわたり試作した〔32,33, 35, 

36, 37, 39, 44, 99, 147〕ものである。事業そのもの

は失敗に帰したが，甘茎のソノレヵームが全国に流布され，

新しい形のソルカeムを各地にもたらせた。

3点目の特徴は，海外からの知見，文物の移入によっ

て門 名称の単一化とは逆に，説明部，解説部に用いら

注：「砂糖黍産粟の説J(31〕によると「二十七年間清国に留遊し，
当時は文部省御雇教師たる米人マツカテー君lこ質し云云」とあり．

マツカテーとよむ。

れる名称に多様化の兆しがみられることである。西洋農

学の移入のや日清・日露戦争を契機とする中国大陸への

侵略は， ソルガムに新たな名称を加えさせるのである。

明治期を対象とする資料35編から， ソノレカ。ムの名称

を，見出しあるいは本文中で主要に用いられている場合

（以下主要名称と呼ぶ）と本文中で説明用語として，補

助的に用いられている場合（以下補助名称と呼ぶ）とに

わけて抽出し，名称別に採用例数をまとめ，第3表に示

した。

主要名称としては次の7つがあった。すなわち， 「萄

黍（もろこしきび，もろこし）」， 「易黍（たうきび）」，

「萄黍（司iiなし）J, 「麓粟（ろぞく）」， 「重粟（訪問：

し）」， 「魂泊.莱J, 「砂糖黍」， 「第萄黍」である。

この内， 「萄黍」の文字で表記されている前3者は子

実利用を中心とするソノレガムに付され， 「産粟」， 「務

泊重粟」および「砂糖黍」は製糖用の甘茎ソルヵームに付

されていた。

子実用のソノレカ’ムに付された「萄黍（ヨIIなし）」は他の

例からみて「もろこしきび」または「もろこし」とよま

れた可能性が高いのであるが，もし，そうであれば，従

突の子実用のソルカeムは， l例を除いて，すべて， 「も

ろこしきぴ」または「もろこし」の名称で表現されてい

ることになり，関東方言による名称統ーの方向が伺われ

る。なお， 「局黍（たうきび）」は「農家必携」 〔30〕

からとった。本書は刊行年代は1876年であるが，その内

容は「農業全書」 〔11〕とほぼ一致し，藩政期のものに

近く，明治期のものとしては異色である。

「麓粟」のわが国への渡来について「明治前期勧農事

蹟輯録」 〔99〕は，高年会糖諜談話会（明治13年11月20

～25日）における津田仙の講演として，次の様に記して

いる。

「寧波ニ二十七年間駐在セシ米人麦嘉諦脚注｝カ明治七

年ノコロ我文部省ノ御雇教師トナリテ東京ニ来ラレシト

キ同携ノ娘子カ（此娘子ハ支那人ニテ十二三歳ノ少女ナ

リシ）重粟ノ一穂ヲ携へ来タリシヲ見テ之ヲ府下本郷ノ

文部省御用地内（既チ加賀屋敷）ニ在ル同氏ノ宅地ニ播

種セシヲ以テ蓮粟ノ我国ニ伝来セシ鳴矢トナセリ」

「董粟」が製糖原料として，着目され，本格的に導入

試作されたのは，これから2年たった， 1876年（明治9

年）のピットマンの建白以降である。 「明治前期勧農事

蹟輯録」 〔99〕はその聞の事情を次の様応記しでいる。

「明治九年十月，土方太史ヨリ清国じょん・びっとま

んノi董粟製糖ニ関スノレ建白書ヲ松方勧業頭ニ回付ス，右

ハぴっとまんヨリ土方太史宛麓粟栽培書（うおるむてこ

るそん著麓粟説）ヲ添付シテ我国ニソノ培養製糖ヲ起ス



奉呈ス，崇明島ハ近年流砂ノ集積シテー島ヲ作シタルモ

ノナリ，右ハ支那ニテ遭粟ト称フノレ物ナリ之ヲ日本ニ栽

ウノレコトハ極メテ容易ノコトナリ左スレパ必然日本産物

ノ一種ヲ増加スヘキモノト考フJ

この建自によって， 「明治九年十二月上海総領事品川

忠道ニ崇明島ニ産スノレ重粟種子五斤宛取寄方並栽培法取

調方ヲ依頼ス」 〔99〕， 「尚右ト同時ニ米国種麗粟種子

（班泊甘茶ト称スルモノ）ヲ輸入セルカF如キ」 〔99〕と

記されている様に，崇明島およびアメリカから種子が取

り寄せられ，試作されたのである。

「葦粟」の字義についてはすでに述べた。また， 「多

識篇J 〔5〕にも「萄黍Jの異名として「重粟Jがあげ

られ，これが長江中・下流南岸一帯におけるソルガムの

呼称であったことも明らかにした。

わが国の甘茎ソルガムの取寄元である崇明島はまさに

この地域にあり，ここではソルガム全般を「麓粟」とよ

んでいたのである。取寄元における名称が移入地にそっ

くりもちこまれ，定着する例はすでに述べたが，「重粟J

もその好例であるといえる。

「琉泊麓粟Jは AmberCaneの訳語である〔44〕。

「Sorgojの経線については既に述べたが，崇明島から

フランスを経由して，アメリカに至った ChineseAmber 

およびその派生品種は一括して AmberCaneとよばれ

た。 「産粟」が崇明島から直接わが国に導入されたのに

対して， 「務明.粟Jは西廻りに世界を一周して，わが

国に至ったものといえる。

津田イ山〔99〕は「みねそた早熟務泊甘蕉」の導入来歴

を記しているが，これはアメリカから導入した Amber

がChineseAmberではなく，これの改良種であるEarly

AmberまたはEarlyAmberの改良種である Minnesota

Amberであることを伺わせる。

いずれにしても， 「晩拍車E粟Jの名称は種子の取寄元

における名称の邦訳に由来していることは明らかであろ

う。

補助名称については，子実用ソノレカ’ム，すなわち「萄

黍」で表示されたソルカ’ム，に対しては，主要名称とし

てあげた名称のほかに， 「諸越黍」， 「もろこし」， 「も

ろこしきぴJ, 「穂もろこしJ, 「唐黍J, 「たかきぴJ,

「高黍J，「立黍J，「穂きび」，「高梁J, 「カオリヤン」

があげられている。 「諸越黍Jは「栽培各論J 〔52〕に

みられるが，使用者のふりがなおよび「成形図説」〔23〕

の記載から， 「もろこしきび」とよむべきことは明らか

である。「高梁」も「栽培各論」〔52〕にあげられ， 「北

支那に於ても高梁と称して盛んに作りて」と記され，北

支那における名称として位置づけられている。 「カオリ

第42号広島県立農業試験場報告
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たうきび

（訪II なし〉

諸越黍（謬II なし）

もろこし（きぴ）

穂もろこし（訓

唐黍〈訓

高黍（議II

Tこかきび

立黍（謬II

穂 黍（訪日
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粟ろぞく

さとうきび

きとうもろこし

（訓なし）

琉泊遭（芦）粟（訪｜！な し）

支那産莱（訓なし）

砂糖萄黍（訪II なし）

砂 糖 黍さとうきび

貌拍甘煎（雷｜！なし）

ソ ノレ ゴ

し）な黍（事II

ムガ「

申書 萄

鳴首萄

（芦）

ノレ

E藍

2 

注） 1）別表1の資料番号30～56,58, 99, 144～147 
150, 161の35編を用いた。

2）見出し，本文中で主要に用いられている名称

3）本文で説明のため補助的に用いられている名

称

4）並?Ii併記されたものは同ーの扱いとした。
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黍

ふ－’A 
回

ベキノ議ヲ建白セノレモノニシテ，土方太史ハ大久保参議

ニ打合セノ上勧業頭ニ回付セノレモノナリ」

土方太史宿のピットマンの書翰〔99〕の要部を抜粋す

ると次の通りである。

「ZIJ冊は揚子江口ナノレ崇明島ニ於テ専ヲ栽培スノレ甘京

／一種ヲ説キタノレ書ニテ数十年来発行スノレモノニ付之ヲ
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ヤン」は「食用作物各論J 〔55〕から採録したが，これ

も「支那名 カオリヤン（高梁）Jと記し，中国における

名称としている。しかし， 「カオリヤンJが， 「高梁」

の現地音に由来しているのか， あるいは英字化された

Kaoliangを邦字化したのかは解らない。

旧来の名称の，補助名称としての出現頻度は， 「萄黍

（訓なし）」を「もろとしJまたは「もろこしきぴjと

よむとすれば， 24例中「もろこしJ系が12例（50%),

「たかきぴj が 5 例（21~幻， 「たうきび」が 4例（17

%）.「たちきびJが1f71J ( 4 %），その他が4例（17%)

で， 「もろこし」系への集中が顕著である。

「.粟Jの主要名称で代表きれる製糖用の甘茎ソルガ

ムの補助名称は，四つの主要名称のほかに， 「重粟（さ

とうきぴ）J, 「蓬粟（きとうもろとし）J, 「支那麓粟J,

「砂糖萄黍J, 「務哨甘煎J, 「ソノレゴJ, 「ソルヵームJの

7種である。このうち， 「務璃甘蕉jまでの5種は日本

（あるいは中国）型の名称であるが， 「ソルゴj，「ソル

ガムjは明らかに，西欧諸の表音に他ならない。

「ソノレゴjは1876年 （明治9年）， 農学社刊行になる

「農学雑誌？に登載きれた津田仙の論文「砂糖黍麓粟

の説j 〔31)に記されている。筆者は，これがわが国に

おける「ソノレゴjの文献上の初見ではないかと考えてい

る。同論文の主要部を抜粋すると次の通りである。

「武田君よりも其翌日に至り洋人ウオルヌステコノレソ

ン氏麓粟の説と題せる訳本及び上海県志より抜宣告せられ

たる麓粟の略解を投与せられしに付余輩の所望今ま全く

成りソルゴの訳名ii:粟にして其の己に本邦に伝れるを明

解せり」

現地では，本来ソルカーム全般を指す「..粟」が，わが

国に至って甘茎ソノレカeムを指す名称に転化した。同様

に，本来ソルガムと同義であった「Sorgojがアメリカ

に至って，甘茎ソルガムを指す名称に転化した。そして

両者が津田仙〔31Jによって結び合された。因縁話めく

が，興味深い。

「ソルガムjの名称は， 1881年（明治14年）刊行の「広

益農工全書」 〔35〕にみられる。 「宇内産糖大別して四
~－＇：／ ジヨ邑ガー ピートシユガ，ー デートシZ色調V戸 メーグルVユガー

類とは第一際糖第三事事業糖第三榔糖第四1戚糖是也。此外
グリZ込ヨース ソルガ人タ~ガー

に二糖あり臼〈菓糖日くii粟糖是也」と記されている。
「ii:粟」に「ソノレガムJの訓を与えている。

「麓粟（さとうもろこし）」以下の四つの名称は説明

を要しないであろう。

「現泊甘諜」は既述の様に「AmberCane」の邦訳で

あるが，ここに「甘茶］が付されているのは， ピットマ

ンの建白以来， 「産粟」を「甘熊Jの一種とみなしてい

た（99, 144〕からである。「砂糖黍蓬莱の説」〔31〕に

は次の記載がある。当時の碩学の実態の一端を示すもの

として，興味深い。

「我僚は東国の産なるが故未だ実地に西南諸県地にて

是迄培養し砂糖黍甘茶と称し来りし者を親しく見査せ

ざるを以て其の果して真の甘煎と向物なるや否やを確知

ぜざれども之を近年書類に就て検探せしに英名「シュガ

ノレケンJ羅典名「サカリュウ・チヒシナリユム」漢名甘

茶なる者とは全く殊別なるを発見せり，依て左に甘東の

図と撞粟の図とを掲載し看官諸君をして其の異殊なるを

判断するの便ならしめん事を欲するなり」

製糖用の甘茎ソルカ’ムの補助名称は上記の様に多様

で，集中傾向はない。やっと試作が始まっただけの作物

であっただけに，人により，また入手した情報により様

々によばれ，解説されたためであろう。

明治期におけるソルガムの名称は製糖用の甘茎ソルカ’

ムの導入，試作に伴って，新しいカテゴリーの名称が加

えられた。同時に海外からの新知見の導入によって，

註解，説明に用いられる用語は多様化したが，作物名の

表示に用いる名称は全国で統一する方向がうち出され，

「もろとし」，「ろぞく」への集中が顕著にあらわれたと

総括できる。

VIL 大正・昭和前期におけ~ソルガムの名称

大正期におけるソノレカeムの名称を第3表と同じ方法で

抽出し第4表に示した。

この時期は資料が少なく，しかも，その半数が箸局黍

を対象としているため，傾向把握は難しい。しかし，そ

の中にあっても，中国大陸との関係が明治期よりも，さ

ちに密接になり，彼地におけるソルガムの名称が様々な

形で流れこんできているととは明確によみとれる。すな

わち，主要名称についてみれば，明治期には若干例をみ

るに過ぎなかった「高梁j系の名称が，かなり増加して

いる点，補助名称については，「高梁j系名称と同時に，

中国東北地方（旧満州）における名称が訓を伴って用い

られている点、に，その状況を推測することができる。そ

して，これらの名称がし、ずれも，中国大陸におけるソル

ガムを指す名称として用いられている点も見逃せないと

ころである。

1926年から1950年（昭和25年）までを昭和前期と考え，

この時期に刊行または，この時期を対象とした資料53編

について，第3' 4表と同じ方法によって， ソノレカeムの

名称を抽出し，第5表に示した。

採用例数は，主要名称が合計16名称， 82例，補助名称

が32名称， 73例である。



「萄黍J系名称は園内および朝鮮のソノレガムを〔92,

101, 114〕，「高梁」系名称は中国，特に当時の満州にお

けるソルガムを対象としている。

「マイロJは「雑穀の調理J〔126］および「技術経営

農業綜典」〔130〕に採用されている名称である。いずれ

も第2次世界大戦後に刊行されたものであるが， 後者

〔130〕には次の様に記されている。

「アメリカの皐地ではとうもろこしより多収で飼料用

に作られ，近年放出食糧中のマイロと称するものも局黍

の一種である」

この名称が，戦後の食糧不足時代に，アメリカから輸

入されたソルカームに付された名称であることが明らかで

ある。

子実用ソノレカeムの補助名称には，主要名称としてあげ

た8種のほかに， 「しょくしょ」， 「唐きびJ, 「けんせ

いJ，「黍J, 「こーりあんJ, 「高校」， 「紅糠」， 「黍米」，

「斐子」がある。

「しょくしょ」は「萄黍」の音読であろう。 「けんせ

し、」は「食用作物相談」 〔95〕に記されている。本書は

当時の愛知県農事試験場に在職されていた岩槻信次氏に

よって著されたもので， 「けんせし、」は後年に刊行され

た「農作物の地方名」〔132〕でも，愛知県一部の名称と

してあげられている。しかし，名称の由来は解らない。

「高根」， 「紅絞」， 「黍米J, 「斐子」はいずれも満州

のゾノレカeムの解説に用いられている。

子実用ソノレカ‘ムの補助名称の採用例数は合計42例中，

「萄黍J系名称が12例（29%），「高梁」系名称が12例

(29%），「たかきび」が617u(14%）で，主要名称にお

けると同様に， 「萄黍」および「高梁」系名称で過半が

占められている。

甘茎ソノレガムについての主要名称は「董粟（ろぞく）」，

「産粟（さとうもろこし）」，「麓莱（司JIなし）」，「さとう

もろこしJ，「ろぞくJの5名称があげられている。明治

期には補助名称として 1例をみるにすぎなかった「さと

うもろこし」が増加し「麓粟（ろぞく）」あるし、は「ろ

ぞく」と相なかばしている。 「もろこし」の名称が拡大

していること， 「麓粟」が「もろこしJの1種として位

置づけられたこと，が反映じているとみてよいであろ

う。

甘茎ソノレガムの補助名称には， 「董粟（さとうもろこ

し）」， 「麓粟（illllなし）」，「琉泊甘東」， 「支那董粟」の

旧来からの名称のほかに， 「甜高梁」，「ソルゴーJ，「ス

ィートソノレガム」がある。

「甜高梁」は「東満の飼料植物」〔103〕に用いられて

いる。本書はア・デ・ウェイコフの著書を南満州鉄道調
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注） 1）資料番号59～66,68～74の15編を用いた。
2) 3) 4）第3表に同じ。

20 18 計メL
口

用途別に名称の分布をみると，主要名称では子実用ソ

ノレヵームに用いられたものが8名称， 68例で最も多く，甘

茎ソ／レヵームに用いられたものが5名称， 8例，等用ソル

ガムに用いられたものが3名称， 6例であった。補助名

称については，子実用ソノレカFムが15名称， 42例，甘茎ソ

ノレガムが7名称， 13例，字書用ソノレカPムが5名称， 10例で

あった。その他に，用途区分による「萄黍」が5名称，

8例あった。

子実用ソルカ‘ムの主要名称には， 「局黍（もろこし

もろこしきび）」， 「濁黍（~Ill なし）」， 「もろこしもろ

こしきびJ, 「とうきび」， 「せいたかきび」， 「高梁（司JI

なし）J，「かおりゃん」，「マイロJがあった。採用例数

は，合計68例中，「局黍」系名称が37例（54%），「高梁」

系名称が26例（38%). 「たかきび（キミ）」が2例，

「マイロ」が2例，「とうきび」が1例で，「萄黍」系名

称および「高梁j系名称の採用頻度が著しく高かった。



81 

採 数

最上：中国及び本邦におけるソルガムの既往の名称に関する考察

昭和前期におけるソルカeムの名称1)

f日j用

第5表

補助名称

。

，

“

。

，

u

唱
E
A

唱
Z
A

、BE
B
E
E
P

－EE
S』
F

、1
1》
『
E
J

、、1
4
B
i
t

－－s
p
f
l
i
t

－－，
t
F

唱
ム

F
h
U
C
0
1ム
唱

A

C

O

唱

L

守

ム

句

ム

円

υ

唱

i
q
δ
q
o

’i

’L

唱

i

2 

2 

董

主要名称

1 

2 

mm 

E
U

噌

L

q
L
 

2 

6 

句

A

唱

i
1
A
唱

L

1

‘

粟ろぞく

さとうもろこし

（訪＂なし）

さとうもろこし

ろぞく

琉泊甘茶、（言｜｜

支那麓粟（訪＂

甜高梁（言，，

ソノレゴー

スイートソノレカ、ム

ー‘，
L
q
u
の
4

1
＆

、‘，，、、，，、‘，，

し

し

し

工

E

工

T
4
7
A
T
 

査部が翻訳したもので， ソルカfムを青刈あるいはサイレ

ージ材料の視点から取り扱っている。本書には「甜高梁

（サトウモロコシ， ロゾク）」と記され，「甜高梁」はわ

が国における「董粟」と対置されている。

現代の中国では， ソルカムは， 「粒用高梁J，「甜高梁

（糖用高梁）」， 「帯用高梁」の3種類にわけで扱われて

いる。 「甜高梁Jには「Sorghumvulgare var saccha-

ratum」の学名と「Sorgo,Sweet sorghum, Sugar sorg-

humjの英名が付されている。さらに， 「Colemansor-

gojは「考朱憂甜高梁」と「LeotiSorgo」は「列斯帯甜

高梁」と表記されている〔163, 164〕。

以上でみると，「甜高梁」は英名「Sorgo」と対応する

中国語であることがわかる。

「スイートソノレカ’ムJ，「ソノレゴ－Jは「甘味対策と重

粟の栽培」〔122］に記されている。「スィートソルヵーム」

は grainsorghum, grass sorghum, broom cornととも

に，用途によるソルヵームの区分の一つであるが， 「ソノレ

ゴー」と同義とされているへ

甘茎ソノレカoムの補助名称としては「麓粟（司｜｜なし）」

が最も多く採用され，多くの場合は「ろぞく」とよまれ

た様であるが，一部では「さとうもろこし」の訪IIもあっ

た様である。

号事用ソノレガムの名称としては， 「害事萄黍（ほうきもろ

こし）J，「構局黍（訪IIなし）J，「帯用もろこし」，「さんさ

らもろこしJ，「ほっすきび」があげられている。 「もろ

こし」系の名称の拡大が明らかに認められ， 「第萄黍」

が「もろこし」の一種と位置づけられていることが伺わ

れる。
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穀用萄黍（訪＂

糖料局黍（訪｜！

糖密用萄黍（司｜｜

甘茎萄黍（訪｜｜

局号誓

以上でみてきた様に，大正，昭和前期のソノレカ司ムの名

称は「もろこし」が作物名として定着し，「麓粟」や「第

もろこし」は「もろこしJの1種として明確に位置づけ

られ， 「もろこし」系名称の中に組みこまれてゆく。ま

た，中国大陸への本格的な侵攻に伴い， 「高梁」系の名

称が定着し わが国および朝鮮のソノレカ事ムは「もろこ

し」，旧満州におけるそれは「こうりゃんJとよびわけ

られた。さらに，第2次大戦後はアメリカからの食糧の

輸入に伴って， アメリカ系のソノレヵームの名称が流入し

た， と総括できょう。

唖．昭和初年代頭初の農村における

73 

注） 1) 

2) 

82 

19回年までを昭和前期とした.75～80, 82～ 

93, 95～98, 100～130の53編を用いた．
他は第3表と同じ

計,L>.. 
日ソルガムの名称

第2次世界大戦直後のわが国の農村におけるソルカ、ム

の名称の分布を「農作物の地方名J〔132〕に基づいて，
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第6表地域別・名称系列別の名称数および採録数1)

域区分とすびもすしたすびき系び雑柔びなザんとすんその他合計 対総計
比（%）

北海道名称数

採録数

東 北名称数

採録数

北 陸名称数

採録数

関 東名称数

採録数

東 山名称数

採録数

東 海名称数

採録数

近 畿名称数

採録数

山 陰名称数

採録数

山 陽名称数

採録数

回 国名称数

採録数

九 州名称数

採録数
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16 25.0 

19 11. 4 

7 10.9 

16 9.6 

9 14.1 

10 6.0 

7 10.9 

9 5.4 

10 15.6 

16 9.0 

11 17.2 

22 12.7 

3 

3 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

合 計名称数 (7) 

採録数 31 

(9) (63)2) 

13 166 

(13) 

32 

(6) 

34 

(3) (19) 

23 22 

対総計名称数 10. 9 20. 3 9. 3 4. 7 29. 7 

比 （%） 採録数 18. 7 19. 3 20. 5 13. 9 13. 3 

注） 1) 資料番号〔132〕によった．
2) 2系にまたがるものが1つあるので63となる．

名称系列別に整理し，第6,7表および別表2に示した。

採録名称数は合計63，採録数は166例である脚泊。

名称系列別に名称をあげると，次の通りである。

1）とうきび系（7名称）

とうきび， とのきび， ときび， とうきみ， とびき，

とうきん，だごときび

2）もろこし系（13名称）

もろこしきび，もろこしきみ，あかもろこし，かぎ

1 

1 

(5) 

9 

7.8 

5.4 

(2) 

2 

3.1 14.1 

1. 2 7. 8 

もろこし，だごもろこし，だいごもろこし，とうじんも

ろこし（2系にまたがる），とうもろこし， こずきもろ

こし， うまもろこ~L，しんげんもろこし，ほもろこき，

ささもろこし

3）たかきび系（6名称）

たかきぴ， Tこかきみ，せたかきび，せいたかきみ，

たたきび，だごたかきび

4）きび系（3名称）

きび， きん， きみ

5）雑きび系（19名称）
注：「もろこしjは共通名称として扱い，採録対象から除かれてい

る。
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たちきび，だごきび，だんごきび，こなきび，いた

きび，まるきみ，ずりきび，はせきぴ， くろきぴ，あか

きび， うまきみ， とりきび，はしりきび，三尺きび，お

だいしきび，てっきやきび，きみもじゃ，ほうきび，こ

うらいきび

6）なんばん系（5名称）

なんば，まんまんこ，まんまんきび，あきなんばん，

かずらなんぱん

7）とうじん系（2名称）

とうじんもろこし（2系にまたがる）， とうじん

8）その他（9名称）

こうらL、，こうりゃん， くびまがり，むるぐL，あ

かんぼ，ばら，はぜこくれん，けんせい，ほきつ

「とうきび」系の7名称の内， 「だごときび」は「団

子唐黍」の意で，他はいずれも「とうきび」のなまりに

よる変化であろう。玉黍萄を「とうきび」とよぶ地方は

北海道，東北，四国，九州に多いが判注），一部これと混

同している様である。

「もろこし」系の名称は，既述の様に， 「もろこしき

び」の「きび」が省かれて出来た名称系列である。 「も

るこし」の名称でー担定着し，これに形態あるいは利用

上の特徴が付されて，様々な名称が生じている。 13名称

中「ほもろこき」，「ささもろこし」は「箸萄黍」であろ

う。また， 「とうもろこし」は埼玉，長野，愛知，長崎

で採録されているが，一部「玉萄黍」との混同がある様

である。

「たかきび」系の名称は利用上の特性から「だごたか

きび」が生じた他は「たかきび」の云い換えであろう。

「きび」系名称はいずれも「きび」のなまりである。

「雑きび」系は，他に区分し難い「きび」系名称をもっ

て構成されているため，多様である。いずれも「きび」

に形態，利用，生態（熟期など）上の特性を付して様々

な名称が生じたものと思われる。 「L、たきび」，「ずりき

ぴ」，「てっきやきび」，「きみもじゃ」などは，何をもっ

て命名されたのか， よく解らない。 「ほうきび」は「穂

黍」で， 「第萄黍」をさしているのかもしれない。

「なんぱん」系の5名称は，中国，東山，東海で採録

されている。 「なんばんきび」は「玉萄黍」の占称であ

る〔5, 9, 15〕が，形態の類似性から混同されたので・

あろう。 「萄黍」を「なんばんきび」とする記載は本資

料〔132〕以外にはない。

「とうじん」系の名称も古称中にはない。おそらく，

注：北海道，青森，宮城，秋田，山形，福島， E克減，群馬，埼玉，
千葉，新潟，富山．石川，福井，山梨，岐阜，兵庫．鳥取．山
口，香川，徳島，高知，愛媛．福岡，佐賀，長崎，熊本，宮崎，
大分で採録0321。

83 

「もろこし」が定着した後に， 「とうじんもろこし」の

名が生じこれから「とうじん」が誕生じたのであろう。

その他の名称中， 「くびまがりJ, 「あかんぼ」， 「ば

ら」，「ほきつ」は形態上の特徴から命名されたのであろ

う。 「むるぐし」，「はぜこくれん」，「けんせい」の由来

はよく解らない。

第6表に，地域別，名称系列別の採録名称数，採録例

数をまとめて示した。

採録名称数を地域別にみると，合計63名称中，北海道

3 (5 %），東北19(30%），北陸9 (14%），関東12(19 

%），東山16(25%），東海16(25%），近畿7 (11%). 

山陰9 (14%），山陽7 (11%），四国 10(16%），九州

11 (17%）で，東北，東山，東海で多様な名称が採録さ

れている。採録例数は北海道（2%），山陰（6%），山

陽（5%）は少なく，東北（14%），東山（13%），九州

(13%）は多い。

一方，名称系列別の名称数の構成は， 「とうきび」系

7名称（11%），「もろこし」系13名称（20%），「たかき

び」系6名称（9%). 「きび」系3名称（5%). 「雑

きび」系19名称（30%），「なんばん」系5名称（8%),

「とうじん」系 2名称（3%），その他 9名称（14%)

であった。採録数の構成は，合計166例中，「とうきび」

系31例（19%). 「もろこし」系31例（19%). 「たかき

び」系34例（21%），「きび」系23例（14%），「雑きび」

系22例（13%), 「なんばん」系9例（5%), 「とうじ

んJ系 2例（ 1%），その他13例（8%）であった。

地域別の採録数の名称系列別の構成を第7表に示し

。
た

北海道は採録数が少ないため，明確な把握は難しいが

「たかきび」系が多い様である。

東北は「たちきび」を含む「雑きび」系名称が39%を

占め， 「たかきび」系がこれについだ。

北陸は東北と同じく「雑きび」系と「たかきび」系と

が多かったが， 「もろこし」系， 「きび」系名称がこれ

についで多かった。

関東は「もろこし」系に集中した。東山は「もろこしJ

系が多かった。

東海は全名称系列の名称を有していたが，「とうきび」

系が最も多く， 「もろこし」系， 「その他Jがこれにつ

いだ。

近畿は「とうきび」系の頻度が最も高く， rtこかきび」
系がこれについだ。

山陰，山陽は名称系列関の差が少なく，明確な集中傾

向を把握し難かったが， 「たかきび」系および「とうき

び」系名称がやや多い様である。



第42号広島県立農業試験場報告.84 

名称系列別採録頻度の地域聞の差異第7表

「物類称呼」等に記載
された名称とすんその他

(%) 

もろこしたかきびきび雑きびなんばん
系系系系系

度頻録採

とうきび
系

計メ込
口

たちきみ
きび，ほきび，せいた
かきび
もろこし

8.7 39.1 13.0 

66.7 

21. 7 8.7 

16. 7 

81. 3 

45.5 

15.8 

33.3 

8.7 

採録数

3 

23 

8.3 25.0 16.7 25.0 8.3 12 

16 

もろこしきび

たちきび

きみ

きみ

たかきび

たかきび，

6.3 

13.6 

15.8 

6.3 

5.3 

11.1 22.2 

13.3 

10.5 

6.3 

20.。

9.1 

5.3 

12.5 

11.1 

20.0 

4.8 

9.1 

5.3 

18. 7 

30.。

9.1 

5.3 

25.0 

30.。
11.1 

20.0 

23.8 

22.2 

33.3 

6.3 

13.6 

36.8 

37.5 

20.0 

22.2 

22 

19 

13.3 

19.0 

16 

10 

9 

15 

21 

域

髄

北

陸

東

山

海

畿

陰

陽

国

州

北

東

北

関

東

東

近

山

山

四

九

地

こきび

3.わが国ではソノレカ、ムは1300年代頭初には，すでに和

名が付されていた。当時， ソルヵームは，外来珍物の黍の

意から「たうきび」， 「もろこしきびj，形態上の特徴か

ら「たかきびJ，「たちきび」などとよばれた。また名称

は地域によって異なった（第2表）。

4. 明治期には製糖用として，甘茎ソルガムが導入され，

新しいカテゴリーの名称「産粟Jが加えられた。これは

取寄元である崇明島におけるソノレカeムの名称をそのまま

うけついだものであった（第3表）。

5. 明治期には海外からの知見の流入，勧業政策の推進，

教育の普及等により， ソルヵームの名称は一方で多様化し

たが，作物名としては，関東方言である「もろこし」に

統一された（第3表）。

6.大正期については資料が少なく，明確な把握が困難

で、あったが，中国大陸への本格的な侵攻に伴い，「高梁」

の名称が定着したほか，旧満州におけるソルガムの名称

が，現地音を伴って流入した（第4表）。

7.昭和前期には「もろこし」が作物名として定着し，

「麓粟」や「第萄黍」が「もろこし」の 1種として，明

確に位置づけられ，「もろこし」系名称に組みこまれた。

「高梁」の名称も定着し旧満州におけるソルヵームをよ

ぶ名称として用いられた（第5表）。

8.第2次大戦後援助物資としてわが国にもたらされた

食糧の呼称として，アメリカにおけるソノレガムの名称が

流入した。

9.農村では，第2次大戦後においても藩政期以来のソ

ノレカ酔ムの名称が保持されていた（第6,7表）。

9.5 33.3 

四国では「たかきび」系が多く，

系がこれについで多かった。

九州では「たかきび」系が多く，

ついだ。

第7表からみると， 「とうきび」系の名称は，近畿を

中心に，東は東海・東山の一部まで，西は中・四国，九

州にまで及んでいる。これに対して「もろこし」系名称

は関東を中心に東北，北陸，東海に及んでいる。 「たか

きび」系名称は四国・九州と北陸に中心があり，前者は

山陽，近畿に，後者は山陰，東北，北海道にまで及んだ

ものと考えられる。

「物類称呼」 〔19〕等の記載を地域別に，第7表に併

記したが，この名称と昭和20年代頭初の主要名称系列と

はよく一致し農村では藩政期以来の名称が，よく保存

されていたことが伺われる。

室町時代以降，わが国で用いられたソルガムの名称の

経緯，変遷，分布などについて，考察した。まむこれ

と関連して，中国における名称についても若干検討を加

えた。

1.中国におけるソルガムの名称は類似する穀物名と渡

来地，栽培開始地，形態的特徴とを結合して形成された。

2. 中国におけるソルカムの名称は多様で，地域により

異なることが伺われた。また，名称の多様性には字義の

ほか，表記に当って，同じ音を異なる文字をもって示し

たことが関与していると考えられた（第1表）。

「きび」，「雑きび」

「きび」系がこれに

要

9.5 

IX.摘
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A Consideration on the Traditional Names of 

Sorghum in China and Japan 

Kuniaki MOGAMI 

Summary 

Collecting the old manuscripts on sorghum in China and Japan, the author tried to get a reasonable 

understanding on the origin, transmission, domestication and distribution of names of sorghum in Japan. 

Old names in China were also discussed because sorghum considered to have been brought from China 

to Japan and written in the same Chinese ideographs, socalled Kanjis, as in China. 

1. About thirty names of sorghum in old China were collected from the classic literatures described 

in China and Japan and were characterized by the combinations of two kanjis, one of which meant the 

kinds of cereals and another meant the original place of cultivation and introduction or morphological 

characteristics. 

Sorghum was revealed to be called Kaoliang, hongliang or huangliang in northern China which meant 

tall millet, red seeded millet or yellow seeded one, respectively. In the middle China, shushu was adopted 

principally which meant millet from western areas. However, shushu was written in various combinations 

of different kanjis with the same pronounciation. In the southern parts, lushu, luji, Juke, /usu and fanshu 

were used which meant millet like a reed for the former four and millet from southern areas for the last. 

Lushu /uji and f anshu were written in various combinations of di偽rentkanjis with the same sound. 

Excepting described above, diji, ji, muji, liangshu, diliang and jiaozi also were used in some regions in China. 

It was concluded that old names of sorghum in China was very much multiformed depending on both 

diversity in kanjis used and in different descriptions along the same pronounciation of a name. 



86 広島県立農業試験場報告第42号

2. No proof was obtained to acertain when sorghum reached to Japan through the examination of 

classic manuscripts in old Japan. However, at the beginning of 14th century, tokibi which meant millet 

from China in Japanese was recorded as sorghum. Therefore, sorghum was proved to be domesticated in 

Japan in 13th century. 

In the literatures published till 1850, the following Japanese names of sorghum obtained; morokoshikibi, 

morokoshi, kagikibi, takakibi, sanjyakukibi, kimi, hokibi, seitakakibi, tachikibi, kokibi, hahakikibi, 

hossukibi, sansaramorokoshi, and kurokibi. Among those names, takakibi, tachikibi, tokibi, morokoshi 

and morokoshikibi seemed to have been used widely. Takakibi, which meant tall millet in Jap阻 ese,

appeared to be ordinary used in south-western parts in Japan. Tachikibi, which meant tall and straight 

millet, used in the north. Tokibi found in Kyoto and its suburbs. Morokoshi and morokoshikibi both 

of which meant millet from China used in north-eastern Japan, especially in Kanto. 

3. Ten years after the Meiji Revolution, sorghum cultivation for sugar production was planned and 

promoted by Governments introducing the seeds from Chongming Island and from U.S.A.. Sorghum for 

sugar production was called rozoku which meant millet like a reed. Rozoku was revealed to be originated 

from the different reading of kanjis which had been pronounced /usu in Chongming Island in China. 

Sorghum cultivation of di偽rentkinds from sugar production was proceeded in Meiji era. Many new 

knowledges on sorghum, which were flooded into opened Japan from abroad, made it to be explained by 

numerous methods and terms in publications. However, the nomenclature of sorghum was unified into 

morokoshi and other traditional named used only in the explanations of morokoshi. 

4. In the earlier half of 20th century, names in Manchuria were introduced to Japan with its original 

pronounciations by the tragic aggression of Japan Imperialistic Government to Asian countries. Sorghum 

in Japan and Korea were usually called morokoshi and that in China kaoliang. After the defeat in 

World War 11 in 1945, American and European names of sorghum, such as sorgo, sorghum and milo, 

flooded in to Japan and used in publications. However, the traditional names since 17th century had been 

kept firmly by farmers accompanying with variations in details. The distribution of names in 1950; s 

age was revealed to be nearly the same as those in old time. 
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農林統計

甘味対策と撞粟の栽培

有用植物と育種

雑穀の栽培

高冷地に於ける雑穀の栽培法

雑毅の調理

日本の天然資源

作物立地論とその実際

中国農業の諸問題

雑穀要覧

畑作改善基本調査

農業図説大系ー2

香港在留英人ピットマン建白 1件

清国益粟種子購入1件

米国務拍濫粟種子購入1件
地質局御雇教師ワグネノレ氏ヨリ質問ニ付麓
粟栽製近況取調へ回答1件
主要畑作物品種の特性

中国根食地理

明治10年全国農産表

資源植物事典

食用作物

戦前戦後の作付変動に関する統計資料

飼料作物学下

全国農作物優良品種

高梁史話

中国農学史

薬用植物事典

作物大系第3編

四国地方の在来作物とその分布（1）モロコシ

農及薗22巻

農及園23巻

農務飯末巻2
，， 

，， 
，， 

中国

中国

中国農報1961-10

農業技術 23巻

，， ，， 

，， 
沢村東平

（勧農局）

，， ，， 
，， ，， 
，， 

農林省改良局

呉伝鈎

農業発達史調査会

柴田桂太

戸刈義次，菅六郎

農林省統計部

江原蕪

中国農業部種子管理局

陳先燈，業寿春

天野元之助

村越三千男

町田 暢

松岡匡一

1956 

，， 

1957 

，， 

，， 

1958 

，， 

1959 

1961 

，， 

1962 

1963 

1968 



91 最上：中国及び本邦におけるソルガムの既往の名称に関する考察

料
コ
号

資
。
番

考

162 

163 

164 

165 

166 

備

国

国

国

国

中

中

中

中

題標

明治前期の農業教育

繁明期日本の生物史

雑交高梁一選育ー制種一栽培

雑交高梁的選育和栽培

高梁

高梁育種和良種繁育

は又名書著者

飯沼二郎

木原均

山西省折県地区農科所

広東農林学院翁域分院

山西省f斤県地区農科所

山西省t斤県地区種子姑

者・著編刊行年

1369 

1972 

1974 

，， 

161 

1976 

1977 

ソルガムの地方名（資料132，農林省統計調査部による）別表2

言十

。
び

び

び

み

き

ん

ぴ

nwd

内

O
F
D
唱

A

唱

A

’A
噌

A

唱
EA司

メ込
日九州

2 

1 

四国

1 

1 

山陽

2 

山陰

1 

近畿

4 

2 

東海

。
。
。
，
“
唱
A

1 

東山

2 

1 

関東

1 

北陸

1 

東北

1 

1 

北海道

1 

称

1. 

名

とうきび系

とうき

とのき

とき

とうき

とび

とうき

だごとき

1 

1 

2. 
d品
Z

F

h

u

。
，
“
噌
A
句
。
唱
・
4

a

a

τ

P
口
唱
・
ゐ
唱
ム

n
L

唱
ム
旬
L

1 

1 

1 

1 

1 

市－‘。，
a

旬ム

1 

2 

2 

1 

2

1

1

2

1

1

3

1

1

 

2 1 

もろこし系

もろこしきびO
あかもろこし

かぎもろこしO
だごもろこし

だいごもろこし

とうじんもろこしキ

とうもろこし

ほもろこしO
ささもろこし

こずきもろこし

うまもろこし

しんげんもろこし

もろこしきみ 1 

3. 

R
U

唱
L

唱i

p

D

唱A

噌ム

。，“6 

1 

4 2 2 

1 

4 1 2 2 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

たかきび系

たかきびO
だこたかきび

せいたかきびO
たかきみ

せいたかきみ

たたきび 1 

20 5 3 1 1 3 1 2 2 2 びO
系きび

き

4. 
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島
C

晶
C

1 

2 

1 

1 1 

噌

L

n
，U

唱

L

。

，

“

唱

ム

噌

i

n
，

“

，

i

’i
唱

i
噌

L

噌

i

唱

ム

噌

i

’L
噌

L

唱

i
噌

i

唱

L

1 

1 

1 

2 

噌

i
1
4
噌

l

1 1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

。

。

。

び

び

び

制

び

み

び

び

び

び

び

び

び

び

び

び

び

び

ゃ

き

長

」

託

、

缶

、

き

じ

き
コ
E

き

き

き

き

き

い

き

き

き

き

き

き

き

し

ゃ

、

、

ご

一

コ

、

り

b
f

も

何

ご

ん

な

ち

た

る

う

い

り

せ

ろ

か

ま

り

尺

れ

し

け

み

き

だ

だ

こ

た

い

ま

ほ

こ

ず

は

く

あ

う

と

＝

一

お

は

て

き

雑

ん

みO

5. 

1 

1 

a
a
τ
1
4
n
4
1＆
噌

i

1 

1 

1 

1 

1 

1 1 

なんばん系

なんば

まんまこ

まんまんきび

あきなんばん

かずらなんばん

6. 

1 

1 

7. とうじん系

とうじん

とうじんもろこしホ

1 

1 

1 

1 

8. 

a住
民

υ

1
ム

1
＆

1
＆

咽

i
1
4
1
4
1
A

1 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

その他

こうらい

こうりゃん

くびまがり

むるぐし

あかんぼ

はぜこくれん

けんせい

ほきっ

ぱら

1 

1 

注） 1. 

2. 
勺土2系にまたがっている。

。は藩政期以前に出ている名称


